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5. ケ ムブリッヂ大学の固定アンテナ‥‥‥‥‥‥5

6. 東 京天文台 の10m 電波 望遠鏡と干渉計‥‥・5

7. オ ーストラリア, パ ークスの64m 電 波望

遠鏡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5

VI. ロ ケ ッ ト

1. ラムダ3 型 ロヶツト‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6

2. サ ターンV ロケット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6

3. サ ターンSA-61 ロzケット‥‥‥‥‥‥‥‥‥6

4. ヴァ スト ーク・ロケット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6

5. サat.―ズ・ロケット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6,

VII. 人 工 天 体

1. レン ジャー8 号‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7

2. ソ連 の金星第人探測機‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7

3. ジェ ミニ3 号‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7

4. 整 備中のヴァスホード‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7

5.12 人乗 り宇宙ステーション7

VIII. 天 文 台

1. パ ロマー天文台500cm 赤 道 儀室‥‥‥‥‥‥8

2. 岡山天体物理観測所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8
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5. コロナグラフによるコロナ緑色輝線‥‥‥‥17

6. 太陽周縁付近の白紋領域における微細構造‥17
7.1930 年4 月28 日の日食における静穏色圏‥17

8.1946 年6 月12 日の直立旋風型紅焔‥‥‥‥17

XVIII. 太 陽(2)

1. 殆んど同時刻に撮った直接写真と分光写真‥18

2.1969 年3 月1 日の大紅焔( ハワイ大学)‥‥18
3. フレア出現時の黒点群付近の変化‥‥‥‥‥18

4. コロナ(1936 年2 月19 日)‥‥‥‥‥‥‥‥18
5. 大黒点群‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18

6. 閃光スペクトル(1934 年2 月19 日)‥‥‥‥18

7. 紅焔の平常時写真‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18

XIX. 天 体スペク トル

1. 対物プリズムによる恒星スペクトル写真‥‥19

2. スペクトル型の系列‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19
3. オリオン大星雲のP 型スペクトル‥‥‥‥‥19

4. 炭素弧光のシヤノーゲン・バンド‥‥‥‥‥19
5. 白鳥座 π1星のバルマー系列‥‥‥‥‥‥‥19

6. 騏麟座11 番星の輝線B 型スペクトル… …19

7. スリット第しで撮った琴座環状星雲のスペ

クトル19

XX. 銀河星 雲と 暗黒星 雲

1. 白鳥座にある大惑星状星雲‥‥‥‥‥‥‥‥20

2. オリオン大星雲‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20
3. 射手座の三裂星雲‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20

4. 大熊座の梟星雲‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20

5. アンドロメダ座の二重殼星雲NGC.7662 ‥‥20
6. 白鳥座の北アメリカ星雲‥‥‥‥‥‥‥‥‥20

7. 蛇遣座の銀河中に群がる暗黒星雲‥‥‥‥‥20
8. 蛇遺座のS 字形暗黒星雲‥‥‥‥‥‥‥‥‥20

XXI. 星 団

1. 十字座の散開星団カッパ‥‥‥‥‥‥‥‥‥21
2. 駅者座の散開星団M.37 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥21

3. 楯座の銀河恒星密集部にある星団M.11 ・…21

4. ケンタウルス座の大球状星団オメガの長短
露出時間による写真比較‥‥‥‥‥‥‥‥‥21

5. 射牛座の球状星団NGC.6553 ‥‥‥‥‥‥‥21

XXI1. 銀 河

1. 白鳥座より蝎座にいたる銀河‥‥‥‥‥‥‥22

2. 白鳥座北東部がらケフェウス座に続く銀河‥22
3. 銀河系中心方向付近‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22

4. カシオペヤ, ケフェウス, 白鳥座の銀河‥‥22
5. 射手座における恒星雲‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22

6. 南十字座付近の銀河‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22

XXIII. 銀河系 外星雲(1)

1. 大マゼラン雲‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥23

2. 小マゼラン雲‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥23

3. 大マゼラン雲の中央部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥23
4. 極めてゆるやかな楕円型星雲( 彫刻室系)…23

5. 射手座の不規則星雲NGC.6822 ‥‥‥‥‥‥23
6. アンドロメダ伴星群NGC.205 の分解‥‥‥23

7. 大きな楕円型星雲M.87 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥23

XXIV. 銀 河系外 星雲(2)

1. 六分儀座にあるがすがな不規則星雲‥‥‥‥24
2. 渦巻星雲NGC.2903 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24

3. 渦巻星雲M.81 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24

4. 棒渦巻星雲NGC.4314 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24
5. 渦巻星雲NGC.2403 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24

6. 不規則星雲M82 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24

7. 北冠座星雲団の一部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24

XXV 宇宙時 代と 月(1)

1. 月面への着陸に成功‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25

2. 月面を歩くオルドリン飛行士‥‥‥‥‥‥‥25

3. 月面に残した銘板‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25
4. 着陸地点付近のクレーター‥‥‥‥‥‥‥‥25

5. 観測装置の設置‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25
6. 地震計の設置‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25

XXVI. 宇宙時 代 と月(2)

1. 静穏の海の着陸地点‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥26

2. 月面に残された足跡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥26
3. レーザー反射鏡‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥26
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